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令和元年９月公立岩瀬江病院企業団議会定例会会議録 

 

令和元年１１月５日（火曜日） 午後２時００分 開議 

議事日程第１号 

第１ 仮議席の指定 

第２ 議長の選挙 

 

追加議事日程（第１号の追加） 

第１ 副議長の選挙 

第２ 議席の指定 

第３ 会期の決定 

第４ 会議録署名議員の指名 

第５ 報告第１号 平成３０年公立岩瀬企業団病院事業会計資金不足比率について 

 第６ 議案第５号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償金） 

第７ 議案第６号 専決処分の承認を求めることについて（補正予算） 

第８ 議案第７号 専決処分の承認を求めることについて（使用料手数料条例正） 

 第９ 議案第８号 平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計決算の認定について 
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出席議員（１０名） 

１番 大河内和彦 ２番 荒井裕子 ３番 市村喜雄 ４番 溝井光夫 

５番 小山克彦  ６番 大和田宏 ７番 鈴木正勝 ８番 渡邊達雄 

９番 木原秀男 １０番 大内康司 

遅参通告議員 

 なし 

欠席議員 

なし 

説明のため主席した者 

企業長      伊東幸雄     院長       三浦純一 

副院長      大谷 弘     副院長      土屋貴男 

  事務長      塩田 卓     看護部長     伊藤恵美 

 参事兼医事課長  有賀直明     総務課長     福田和也 
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午後２時 開会 

○事務長（塩田卓君） 

皆さん、こんにちは。 

事務長の塩田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

ただいまから令和元年９月定例会を開催するわけでございますが、高橋議長、菊

地副議長が９月３日に辞任され、新たに須賀川市議会より大内康司議員、鏡石町議

会より木原秀男議員がそれぞれ選出されましたので、ご報告させていただきます。 

なお、議長が選挙されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定により、年長議

員が臨時に議長の職務を行うことになっております。 

出席議員の中で、大内康司議員が年長の議員でありますので、大内議員に臨時議

長をお願いいたします。 

 それでは大内議員、議長の席にご移動お願いいたします。 

○臨時議長（大内康司君） 

 皆さん、こんにちは。 

ただいまご紹介いただきました、須賀川市議会選出の大内康司であります。 

 地方自治法第１０７条の規定により、臨時に議長の職務を行います。 

 なにとぞよろしくお願いいたします。 

これより、令和元年９月公立岩瀬病院企業団議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は、１０人であります。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、本議会は成立いたしました。 

 これより本日の会議を開きます。 

本日の議事は、お手元に配布いたしました議事日程第１号をもって進めます。 

 日程第１、仮議席の指定を行います。 

仮議席は、ただいま着席の議席といたします。 

日程第２、これより「議長の選挙」を行います。 

議長の選出方法につきましては、地方自治法第１１８条第１項の規定により、

「投票による選挙の方法」と、同条第２項の規定により「指名推選による方法」と

があります。 

いかなる方法で選出するか、お諮りいたします。 

４番溝井議員。 
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○議員（溝井光男君） 

指名推薦による方法を提案いたします。 

○臨時議長（大内康司君） 

 ただいま、指名推薦の提案がございましたが、ご異議ありませんか。 

（異議なしのこえ） 

ご異議なしと認めます。 

それでは、指名推薦による議長の選出手続きに入らせていただきます。 

ご推薦いただける方は挙手をお願いいたします。 

４番溝井議員。 

○議員（溝井光男君） 

 須賀川市議会選出の大内康司議員を推薦いたします。 

○臨時議長（大内康司君） 

 他に推薦ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

なければ、私大内に決定いたしますが、ご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本病院企業団議会議長に私大内康司が当選となりました。 

議長就任にあたり一言ごあいさつ申し上げます。 

ただいま推薦をいただきまして、大変光栄でございます。公立岩瀬病院企業団議

員については須賀川市議会から２度目の就任になります。公立岩瀬病院を素晴らし

い病院に持っていきたいという気持ちでおります。皆様方のご支援をいただきなが

ら一生懸命頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、臨時議長の職務は全部終了いたしました。 

ご協力、ありがとうございました。暫時休議いたします。 

○議長（大内康司君） 

休議前に続き再開いたします。 

あらためまして、これより、私が議事の進行を務めさせていただきます。 

ここで議事日程第１号に追加すべき議案がございますので、この際これを日程に

追加し、議題といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、ただいま申し上げましたとおり、日程に追加し、直ちに議題とすること

を決定いたしました。 

追加日程を事務局に配布させますので、暫時休議いたします。 

（追加日程配布） 

○議長（大内康司君） 

休議前に引き続き再開いたします。 

追加日程第１、副議長の選挙を行います。 

副議長の選出方法につきましては、地方自治法第１１８条第１項の規定により、

投票による方法と、同条第２項の規定により指名推選による方法とがあります。 

いかなる方法で選出するかお諮りいたします。 

４番溝井議員。 

○議員（溝井光男君） 

議長指名推薦による方法を提案いたします。 

○議長（大内康司君） 

ただいま、議長による指名推薦の提案がございましたが、ご異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

それでは私から、鏡石町議会選出の木原秀男議員を推薦させていただきますが、

いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本病院企業団議会副議長に木原秀男議員が当選されました。 

木原秀男議員が議場におられますので、本席から、会議規則第２８条第２項の規

定による告知をいたします。 

木原秀男議員の副議長の当選承諾の旨の発言を求めます。 

自席で起立の上お願いいたします。 

○副議長（木原秀男君） 

鏡石町議会選出木原秀男と申します。ただいま議長の推薦により副議長の職を拝
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命いたしましたので、謹んでお受けいたします。議長を助け今後とも頑張って参り

ますのでご協力よろしくお願いいたします。 

○議長（大内康司君） 

ありがとうございました。 

次に、追加日程第２、議席の指定を議題といたします。 

慣例により、９番は副議長、１０番は議長となっております。 

会議規則第３条第２項の規定により、議長において、９番に木原秀男議員、１０

番大内を指定いたします。 

追加日程第３、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日一日限りといたしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日一日限りと決しました。 

追加日程第４、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、本会議規則第７７条の規定により、議長において、１番大河

内和彦議員、２番荒井裕子議員、３番市村喜雄議員を指名いたします。 

この際、諸般の報告を行います。 

監査委員から例月出納検査の結果についての報告書が提出されております。印刷

の上、お手元に配付いたしました資料をもちまして報告とさせていただきます。 

追加日程第５報告第１号から追加日程第９議案第８号を一括して議題といたしま

す。 

あらかじめ、お願いいたします。説明・質問及び答弁にあたっては、議席で起立

のうえ、簡潔明確に発言され、会議の円滑な進行にご協力願いします。 

それでは提出者から、提案理由の説明を求めます。 

企業長。 

○企業長（伊東幸雄君） 

本日ここに、公立岩瀬病院企業団議会９月定例会が招集となりましたところ、議

員の皆様方には、公私ともに何かとご多用の中、ご参集をいただき誠にありがとう
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ございます。 

また、この度企業団議員に当選されました大内康司様、木原秀男様に対し、心か

らお祝いを申し上げます。さらにはただいま議長に大内康司様が選任され、副議長

に木原秀男様が選任されました。誠におめでとうございます。今後とも本病院発展

のため格別なるご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、１０月１２日の台風１９号直撃により当地域においても大きな被害が発

生したところです。被災された方々にお見舞い申し上げます。当院では短時間で

はありましたが、停電の発生や、洪水により被災した職員などもおりましたが、

診療そのものに大きく影響するような大事には至りませんでした。引き続き被災

された方も含め、患者さんの受け入れ等に万全を期して参ります。 

次に、９月２６日に厚生労働省から地域医療構想関連資料が公表され、大きく

新聞報道等で取り上げられました。地域住民の皆様は勿論、議員の皆様にもご心

配をおかけしたことと存じます。これについては一定の基準を元に再検証の対象

とされた全国４２４の公立・公的病院を公表したものです。基準は二つあり一つ

は「急性期病院としての診療実績」によるものですが、こちらには当院は該当し

ておりません。むしろ資料の中では当院は診療実績が他の病院との比較で高い部

類に位置付けられています。もう一つが、「近くに類似する医療機関がある」と

いう基準です。郡山市に隣接することがその要因とされ、こちらの基準により当

院が公表の対象となったものです。当院が須賀川市、岩瀬郡、更には石川郡を含

めた地域の中核病院として郡山市の病院とは役割分担しながら急性期・救急医療、

地域包括ケア病棟の運用など地域医療に果たす役割が考慮されず、地理的条件の

みによって線引きされたことには疑問が残ります。当院としては今後とも、地域

医療に当院がその役割を果たしていく必要があることを改めて確認し、ホームペ

ージ上でもこのような当院としての見解を既に明らかにしておりますが、県地域

医療構想調整会議の場においても、引き続き県との共通理解のもと当院の役割が

正確に地域医療構想の中に位置づけられるよう協議に臨んでいくこととしていま

す。そのうえで、報道等による印象により地域から不安の声も聞かれますので、

これらの解消に努めるべく院内外に向けて正確な情報の周知をさらに図っていき

たいと思います。議員皆様方のご理解をお願いいたします。 

それでは、今期定例会にはただ今議題となりました報告１件、議案４件について
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ご審議いただくこととなりますが、提案理由の説明に先立ち、前定例会以後の病院

事業につきまして、主なものをご報告申し上げます。 

初めに医師体制ですが、県立医科大学人事に伴い９月末で消化器内科医師１名が

異動となり、１０月１日に後任の医師１名が着任しております。なお、新たに着任

した医師は指導的立場の医師であるため、消化器内科部長としてお迎えいたしまし

た。 

また、同じく産科婦人科については９月末で１名が異動となり、１０月には２名

の医師が着任し、産科婦人科医師は現在のところ３名体制となっております。 

更に、１１月１日には小児科医師１名が着任しており、全体としては、１１月１

日現在、初期臨床研修医５名を加えた３５名体制となっております。引き続き、常

勤医師体制の強化充実のために医師招聘活動を継続してまいります。なお、次年度

初期臨床研修医のマッチングにつきましては１０月１７日時点で定員４名に対し、

３名が確定しております。残り１名の枠がございますので、追加募集等でフルマッ

チを目指してまいります。 

次に、平成３０年度決算につきまして申し上げます。 

平成３０年度の患者総数につきましては、入院患者数が７８，８０５人（対前年

度２８２人の減）となっており、病床稼働率は７７.４％となりました。 

外来患者数は９２，２００人（対前年度比２，７２７人の増）となっております。 

また、分娩数につきましては５８０件となり、前年度の５４０件を４０件上回る

こととなりました。 

その結果、入院収益は９，９９３万円余り増の、３５億９，３２７万円余りとな

り、外来収益も６，２７２万円余り増となる１２億２，６２０万円余りとなりまし

た。 

入院・外来・その他収益を併せた医業収益の合計額は対前年度比９，６６３万円

余り増の５７億２，４５７万円余りとなっています。 

その一方、医業費用について人件費が３２億６１４万円余り（対前年度比６，８

５５万円余りの増）となったほか材料費等も増額となり、医業費用全体では対前年

度比で９，６６０万円余り増の、５８億５０８万円余りとなりました。その結果、

医業損益としては前年度とほぼ同額となる８，０５０万円余りの損失となりました。 

最終的に医業外の損益、特別損益を加えた純利益は６，７２５万円余りとなり前
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年度に引き続き黒字決算となったところです。 

目標数値ベースでは「経常収益率」が１０１.８％となり、１００％を超え、

「職員給与比率」は目標５８.３％に対し５６％となり、いずれも目標を達成して

います。 

「南棟を除く病床稼働率」については目標８３.３％に対し、実績８０.４％とな

り２.９ポイント下回ることとなりました。 

今年度も年度後半を迎えておりますが、１０月からの消費税率の引上げや地域で

は台風被害からの復旧復興が急務となるなど厳しい環境下ではありますが、引き続

き、病床稼働率の向上や医師体制強化、地域の医療機関との連携強化など、良質な

医療の提供と健全な経営を継続できるよう取り組み、当院の役割を果たして参りた

いと考えております。 

以上、病院事業及び平成３０年度病院事業会計決算の一部をご説明申し上げまし

たが、今期定例会には、報告１件、議案４件を提案しております。 

慎重にご審議のうえ、速やかに議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（大内康司君） 

事務長。 

○事務長（塩田卓君） 

それでは、本議会に提案いたしております報告１件、議案４件につきまして提案

理由をご説明いたします。 

 まず、報告第１号「平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計資金不足比率

について」をご説明いたします。 

これは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第２２条第１項の規定に

基づき、公営企業における資金不足比率について、本議会においてご認定をいただ

きます平成３０年度決算の結果に基づき、監査委員の意見をつけて報告申し上げる

ものでございます。 

お手許の資料、監査委員からの経営健全化審査意見書をご覧ください。 

平成３０年度決算においては、資金の不足はありませんでしたので、資料の最後

のページ、審査意見書の項目の４ 審査の結果の記書きの下の表でお示しするよう

に、資金不足比率は表示されておりません。 

次に議案第５号から議案第７号まで、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づ
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き、専決処分を行っておりますので、同条第３項の規定により、これを議会に報告

し承認を求めるものです。 

今期定例会が１１月開催となったこともあり、いずれの案件も議会定例会の開催

を待たずに施行すべきと判断し、専決処分として手続きを進めたものです。 

まず、議案第５号、専決第１号、損害賠償金の決定及び和解についてであります。 

これは、平成３０年４月５日に当院に入院した患者が、翌６日に内視鏡的逆行性

膵胆管造影、内視鏡的乳頭括約筋切開術及び胆管ステント挿入術を受け、その後、

同月２５日に死亡するに至った件について、治療行為の選択の過程では、当該死亡

は、必ずしも予期し得なかったために、「医療事故」扱いとして、損害賠償金を支

払い、和解したものです。 

本件に関しましては、福島県医師会から専門医として院外医師２名を選任いただ

き、外部委員として参加いただいて「院内事故調査委員会」を組織して、死亡に至

った経過等を検証しました。 

本調査委員会では、治療内視鏡の手技の選択や、術式の施行の過程については一

般的な選択であり、これらの対応は適切であったとされておりますが、ご遺族にと

りましては、当院での治療の結果、死亡退院という経過となりました事実から、有

責の部分を認め、ご遺族と話し合い、顧問弁護士や損害保険会社などの専門的な見

地から賠償額を２,２００万円と決定し、和解となったものです。  

次に専決第２号、令和元年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）

についてであります。 

こちらは、只今ご報告いたしました、損害賠償金及び弁護士費用につき医業収益

及び医業費用に２,３１０万９千円を同額計上するものです。 

なお詳細は、収益的収入および支出として、収入額が１款１項３目その他医業収

益２,３１０万９千円、保険金です。支出が１款１項３目、経費２,３１０万９千円、

備考内訳が、賠償金２,２００万円、弁護士費用が１１０万９千円です。 

次に、専決第３号、公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例で

す。 

これは、消費税率の改訂に伴い、当院の使用料及び手数料の額にも改定が必要と

なり、１０月１日から施行したものです。詳細については新旧対照表をご確認くだ

さい。 
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続きまして議案第８号「平成３０年度 公立岩瀬病院企業団 病院事業会計決算の

認定について」をご説明いたします。 

本議案は、企業団病院事業の決算について、地方公営企業法第３０条第４項の規

定により、監査委員のご意見をつけて本議会定例会にご報告し、認定をいただくも

のでございます。 

当企業団の病院事業会計は、公会計の予算主義と企業会計の決算主義の両方の側

面を併せ持ち、予算と決算の両方を重視する会計となっており、予算の執行状況に

ついては消費税込みの公会計方式で、病院事業の経営成績については消費税抜きの

企業会計方式でそれぞれまとめられております。 

それでは、お手許の「平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計決算書」を

ご覧ください。 

決算書の１ページをお開きください。 

「１ 決算報告書」は、公会計の考え方に基づき予算の執行結果を示す報告書で、

消費税・地方消費税込みの金額となっております。 

「（１）収益的収入及び支出」からご説明いたします。 

上段の表、収入につきましては、病院事業収益全体では１段目中ほど決算額のと

おり、６２億７,２５３万２,９６９円となり、予算額に比べ４億４,９２２万円余

り下回っております。 

下段の表、支出につきましては、病院事業費用全体で、１段目やや右寄りの決算

額が、６１億８,４１１万１,７７０円となり、予算に対し５億３,７１４万円余り

圧縮することができました。 

よって、病院事業の全体では収入の決算額が支出の決算額を上回ることができま

した。 

次に、２ページ、「（２）資本的収入及び支出」についてご説明いたします。 

資本的収入及び資本的支出は、いずれも資本の形成、つまり固定資産の取得に関

わる収支でありますが、まず、資本的収入は上段の表のとおり、内訳として、構成

市町村からの出資金、医療機器購入等に係る企業債からなり、決算額は、１段目左

側に示すとおり、予算額に比べ３１０万円少ない３億４,０８４万３,０００円とな

りました。 

一方、資本的支出の決算額は、下段の表のとおり、予算に対して１,２３３万円
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余り圧縮した５億８４７万３,２１２円となりました。 

なお、資本的収入が資本的支出に対し不足する額、１億６,７６３万円余りは、

手持ち資金で補てんしております。 

続きまして、病院事業の経営状況・経営成績について説明いたします。 

平成３０年度の病院事業の概況につきましては、７ページから、「１ 事業報告

書（１）概況 ア 総括事項」に詳しく記載しておりますので、こちらをご覧いた

だきたいのですが、簡単にまとめさせていただきますと、 

前年度、平成２９年度が７年ぶりの黒字決算となった良い流れを生み出した『新

公立岩瀬病院改革プラン』の２年度目となり、また、２年に１度の診療報酬改定の

年でもあり、病院全体で医療の質向上と新しいニーズや制度の変革に理解を深める

ため、「院内スキルアップ講座」の開催や、「医事情報ニュース」の発行など、情

報共有に努めてまいりました。 

また、医師招聘活動も最重要課題として取り組んでおりますが、９月には総合診

療科１名、１０月には形成外科１名など、常勤医師数を増やすことができました。 

さらには、開設２年度目となりました産科婦人科、周産期医療も実績を伸ばして

おります。 

本日は、財務諸表などの資料を基に、平成３０年度の経営状況・経営成績を説明

させていただきます。 

まず、平成３０年度の病院運営状況について、１３ページの（３）業務の状況の

表をご覧ください。ア、事業計画達成状況ですが、一日当たりの患者数及び診療単

価は平成３０年度実績のとおり、入院の平均患者数がわずかに前年度を下回りまし

たが、外来患者数及び、入院、外来の各診療単価は前年度実績をそれぞれ上回り、

１００％を超える実績となりました。特に入院診療単価では３.４％増、一患者、

一日当り１,４９１円と大きな改善となっております。 

次に、イ、病床利用率では、前年度との比較では病床利用率が０.３％の低下と

なり、患者取扱延数では２８２名の減となっております。 

次に、ウ、科別患者数につきましては、記載のとおりでありまして、産科婦人科

は入院が６,６１７件、外来が１２,０７４件とそれぞれ前年度を上回って増加傾向

にあります。 

なお、１４ページ上段 エ、地域別患者数では、各構成市町村において、平成２
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６年度からの入院及び外来患者数の推移を記載しており、年を追って増加傾向が見

られます。 

１５ページ ケ、手術に関する状況については、外科では、６０７件から６２６

件と６００件を超える高い水準からさらに件数を増やしています。１０月から常勤

医師が着任した形成外科では、５７件から１０８件へ８９.５ポイント、開業２年

度目となった産科婦人科では、１８９件から２３６件と２４.９ポイント増加して

おり、分娩件数も５８０件と目標としている６００件に近い実績となっております。 

次に、損益の状況について、１６ページ（４）比較損益計算書をご覧ください。

平成２８年度と平成２９年度との前年度比較と併せてお示ししております。 

まず、上段の医業収益ですが、外来患者数の増加や入院・外来それぞれの診療単

価の上昇などにより、入院収益が、９,９９３万円余り増収の３５億９,３２７万円

余りとなり、外来収益も６,２７２万円余り増収の１２億２,６２０万円余りとなり

ました。 

また、前年度は産科婦人科開設に伴い、初年度のための収入額で賄うことができ

ないであろう費用を、開設初期費用支援金として特別にご負担いただいたものがな

くなり、他会計繰入金は８,２６５万円余り減額することができました。 

これら医業収益の合計額は、対前年度比９,６６３万円余り増額した５７億２,４

５７万円余りとなりました。 

一方、医業費用の合計額につきましても、１１段目ほどの太線のところですが、

前年度比９,６６０万円余り増の５８億５０８万円余りとなっています。 

この費用の増額につきましては、南棟開設から２年度目となり、体制整備のため

の給与費の増加や、診療材料費や光熱水費、保守費用などの施設管理費の増大によ

る費用増があったためです。 

以上の結果、医業損益段階では、表の中段やや上の欄ですが、いずれもマイナス

となっておりますが、平成２８年度が２億６,２７３万円余りに対し、平成２９年

度決算では、８,０５４万円余りに圧縮し、平成３０年度でも８,０５０万円余りと、

同程度のマイナスを維持することができました。 

医業外の収支につきましては、まず医業外収益については、前年度比６.３％ア

ップ、金額にして３,０３２万円余り増の５億１,３７０万円余りとなりました。 

これは、昨年同様、地方公営企業の会計基準の見直しにより、平成２６年度から
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構成市町村からの企業債元金償還に対する繰入金を、負債勘定である長期前受金に

一旦計上し、毎年度その一部を長期前受金戻入として収益化するようになっており

ましたが、平成３０年度決算において、前年度比３,０６３万円余り増の３億３,９

２０万円余りを長期前受金戻入として収益化しております。 

一方、医業外費用の合計額は３億２,０６９万円余りとなり、医業外の収支とし

ては、前年度と同様に１億９,３０１万円余りの収益を計上することとなりました。 

結果として医業収益と医業外費用を合わせた経常損益段階では、前年度と同様に

１億１,２５０万円余りの利益計上となりました。 

これらに過年度分の特別損益の調整を加えた当年度純損益は、前年度と同程度と

なる６,７２５万円余りの利益計上となり、前年度に引き続き黒字決算となりまし

た。 

最後に、２４ページをご覧ください。 

平成２６年度から導入されたキャッシュ・フロー計算書についてご説明いたしま

す。この、キャッシュ・フロー計算書により１年間の資金の増加・減少が、①業務

活動によるキャッシュ・フロー、②投資活動によるキャッシュ・フロー、③財務活

動によるキャッシュ・フロー、の３つの区分で明らかになります。 

これによりますと、平成３０年度は、業務活動の分野で獲得した資金により、投

資活動の資金不足と、財務活動の資金不足を補い、１億３,０６８万円余りの手持

ち資金を増やすことができました。 

病院運営には、２カ月程度の支払い所要額を手持ちの資金として保有したいとい

う実情があり、１０億程度の資金を確保したい考えもありますので、今後は、安定

的な資金繰りを目指し、さらに医業を中心とする業務活動からキャッシュ・フロー

を生み出すべく、病院一丸となって努力していく所存です。 

なお、平成３０年度決算に関する監査委員の審査意見につきましては、お手許の

資料のとおりでございます。 

以上、報告１件、議案４件について、提案理由及びその内容についてご説明させ

ていただきました。 

 よろしくご審議をお願い申し上げます。 

○議長（大内康司君） 

これより、報告第１号「平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計資金不足



 －15－

比率」についての質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

 （「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

 質疑なしと認めます。 

 これにて、質疑を終結いたします。 

本件については、これにてご了承願います。 

次に、議案第５号「専決処分の承認を求めることについて」の質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。  

これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

討論なしと認めます。 

これにて、討論を終結いたします。 

これより、議案第５号「専決処分の承認を求めることについて」を採決いたしま

す。 

お諮りいたします。 

本案については、これを承認することに、ご異議ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

ご異議なしと認めます。 

よって本案は、これを承認することに決しました。 

次に、議案第６号「専決処分の承認を求めることについて」の質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（大内康司君） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

討論なしと認めます。 

これにて、討論を終結いたします。 

これより、議案第６号「専決処分の承認を求めることについて」を採決いたしま

す。 

お諮りいたします。 

本案については、これを承認することに、ご異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

ご異議なしと認めます。 

よって本案は、これを承認することに決しました。 

次に、議案第７号「専決処分の承認を求めることについて」の質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

討論なしと認めます。 

これにて、討論を終結いたします。 

これより、議案第７号「専決処分の承認を求めることについて」を採決いたしま
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す。 

お諮りいたします。 

本案については、これを承認することに、ご異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

ご異議なしと認めます。 

よって本案は、これを承認することに決しました。 

次に、議案第８号「平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計決算の認定」

についての質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

６番大和田議員。 

○議員（大和田宏君） 

地域別患者数の中でその他の市町村の数値が大きく推移しているが、その他の市

町村の内訳を伺いたい。 

○議長（大内康司君） 

ただ今の６番大和田議員の質疑に対し、当局の答弁を求めます。 

 参事兼医事課長。 

○参事兼医事課長（有賀直明君） 

その他の市町村には、石川町、矢吹町、郡山市等が含まれております。平成２８

年度から平成２９年度にかけて人数が増加していますが、これは他県からの里帰り

分娩により患者さんを受け入れたことによるものが主なものとなっております。 

○議長（大内康司君） 

ほかに質疑ありませんか。 

１番大河内議員。 

○議員（大河内和彦君） 

純利益が黒字になっているが、職員の方への賃金カットを実施しているのか伺い

たい。 

○議長（大内康司君） 

ただ今の１番大河内議員の質疑に対し、当局の答弁を求めます。 

 事務長。 
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○事務長（塩田卓君） 

現在は、医師を除いて実施をしております。その他の職員につきましては、企業

団を設立いたしました平成２１年度から今年度までボーナスの支給を減額しており

ます。 

 特別調整額につきましては、医師も含め減額しております。 

○議長（大内康司君） 

ほかに質疑ありませんか。 

３番市村議員。 

○議員（市村喜雄君） 

決算審査意見書をもとに質問いたします。 

 １つ目が、３ページの病床利用率低下の要因について。 

 ２つ目が、材料費の圧縮について、圧縮する余地があるのか。 

 ３つ目が、医療の質の向上が診療単価のアップに繋がるとありますが、当院の医

療の質をどのように向上させるのか。 

 ４つ目が、改革プランの紹介率について、今後どのように改善していくのか。 

 ５つ目が、総括的に医師が増えて収益に結びついていると思いますが、今後医師

の招聘をどのように行っていくのか。 

６つ目が、未収金増加の原因について。 

 以上のことを伺います。 

○議長（大内康司君） 

ただ今の３番市村議員の質疑に対し、当局の答弁を求めます。 

 病院長。 

○院長（三浦純一君） 

 私からは、病床の利用率と医師招聘についてお答えいたします。 

病床の利用率については、目標を下回っていますが、２年前の県中地域医療構想

の中で当院の病床利用率は南東北病院に次いで第２位でした。しかし、同じく２年

前に産科婦人科・NICU・GCU（南棟）が開設され病床が２４０床から２７９床に増

えました。出産に伴う利用は増加しておりますが医師や専門の看護師が不足してお

り、婦人科の受入れが難しく、南棟としての稼働率は５０％程度となっており、全

体を押し下げる結果となっています。 
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他の病院と比べて高い病床利用率を維持したいという気持ちはありますので、今

後とも努力を続けていきたいと思っております。 

医師招聘については、現在医師が３５名ほどおりますが、６０代以上の医師や研

修生を除くと、人数が足りない状況です。そのため、あと５人ほど医師を招聘した

いと考えております。 

臨床研修医のマッチングの再募集や福島県立医大の各講座への依頼、医師紹介会

社などを利用し先生方が来やすい病院にしたいと考えております。 

○議長（大内康司君） 

事務長。 

○事務長（塩田卓君） 

材料費の圧縮について、審査意見書にもあります通り、材料費について前年度比

で２．３％増加していますが、入院収益と外来収益の合計と対比すると２０．５％

となり、前年度より０．２ポイント低減しています。この中でいかに収益を上げな

がら物品等の購入費等を抑えられるのかが目標となります。具体的には、各納入業

者と相談し、その後メーカーと交渉させていただいて額を抑えていきたいと考えて

おります。 

医療の質の向上については、高度な医療の提供するために機器等を揃えています。

また、チーム医療ということで先生だけでなく医療技術スタッフなどが点数を算定

できるようにスタッフを増員しています。現在、患者の早期退院を目指すためにリ

ハビリのスタッフを増員しています。 

○議長（大内康司君） 

参事兼医事課長。 

○参事兼医事課長（有賀直明君） 

私からは未収金及び紹介率についてお答えいたします。 

入院収益、外来収益、その他医業収益がありますが、保険請求は２カ月後に入金

されることになっており常に２か月分が未収金となります。特に、２月度の収益が

前年度を大きく上回った結果、増加しております。 

紹介率については、病院のことを知っていただくことが紹介率のアップに繋がる

と考え、住民公開講座の開催等を企画し、積極的に PR していきたいと考えており

ます。 
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○議長（大内康司君） 

他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

討論なしと認めます。  

これにて、討論を終結いたします。 

これより、議案第８号「平成３０年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計決算の認

定について採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり認定することに、ご異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大内康司君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり認定することに決しました。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これをもちまして、令和元年９月公立岩瀬病院企業団議会定例会を閉会いたしま

す。 

 ご苦労様でした。 

 

令和元年１１月５日 午後３時２５分    閉会 

      


